
2026年中国地域U-18審判員強化研修会報告 

 

  （一社）中国サッカー協会審判委員会 

 ユース審判員部会長 辻村俊司 

 

日 程 2026年 8月 4日（火）、5日（水） 

場 所 水島緑地福田公園人工芝、天然芝 

    ホテル倉敷１２３レンタルスペース（４日夜の研修会） 

審判員 森澤颯太・脇田陽矢（岡山県）、坂根央真・前田瑛太・宮木直寛（広島県）、塩崎竜太郎・河口友翔（山口

県）、長谷川勇星（島根県）、萬場玲央真（鳥取県） 

指導者 古村英治（岡山県）、溝口雄介（広島県）、久保喜央（山口県）、福田秀孝（島根県）、 

    内田利幸４日・門原広憲５日（鳥取県）、辻村俊司（ユース審判員部会長） 

堀格郎（育成部会長）、近藤琢哉（広島県学連審判員）内田恭平（岡山県学連審判員） 

備 考 オンラインによる事前研修会 7月 27日（月）20時～ 

強化研修会のターゲット「予測を立てて動き出そう！」について 

 

 

 

辻村俊司 期間 7月27日

大会

■試合会場

■宿泊場所

■研修会場

集合

時間 終了予定

7:00 朝食

7:50

8:15

 9:00　①

振り返り

10:15　② 実技研修

振り返り

11:30③ 実技研修

振り返り

13:00

13:45

14:00　① 実技研修 14:00

振り返り

15:15  ② 実技研修

振り返り

16:30③ 実技研修

振り返り

17:45

18:15

20:00

21:00

後片付け・更衣

まとめ・閉講式

集合・開講式

試合準備・打ち合わせ

夕食（各自）

食事

両日とも昼食は各自で用意

夜の研修会

解散 備考

夕食は各自

会場/環境

【2026年中国地域U-18審判員強化研修会）　活動予定】

中国協会 ユース審判員部会 ８月４日（火）～5日（水）

開催場所 倉敷市 第３０回西日本サッカーフェスティバル

古村（岡山）、溝口（広島）、久保（山口)、福田（島根）、内田4日・門原５日（鳥取）

審判員

森澤颯太・脇田陽矢（岡山）5日、坂根央真・前田瑛太・宮木直寛(広島)、

塩崎竜太郎・河口友翔（山口）、長谷川勇星（島根）、萬場玲央真（鳥取）

「ホテル１-２-３倉敷」　倉敷市老松町２－１２－１５

同ホテル内レンタルスペース

近藤琢哉（広島県学連）、内田恭平（岡山県学連）

13:00

８月４日（火） ８月５日（水） 14:00

水島緑地福田公園サッカー場A・B（人工芝）・C・D（天然芝）他

備品 プロジェクター、パソコン、ビデオ、ビデオ三脚

参加者名

指導者
インストラク

ター

辻村（ユース審判員部会）、堀（育成部会）

7
宿舎

「ホテル１-２-３倉敷」

8
倉敷市老松町2-12-15

（086）430-3939試合準備・打ち合わせ

試合準備・打ち合わせ

出発・宿舎から移動

9
実技研修 会場までのアクセス

水島緑地福田公園サッカー場

10
倉敷市福田町古新田１０２７

倉敷駅からバスで３０分

11

12

13

14

15

16

17
費用負担について

ホテルへ移動 中国サッカー協会審判委員会

18

19

日程哉概要

21
ユース審判員部会

・「試合の振り返り分析」

20
研修会

福田公園サッカー場A・B・C

ホテル１-２-３倉敷

福田公園サッカー場A・B・D



 

 

1日目 A・人工芝北側

月日 曜日 時間 主審 副審１ 副審２ 指導者

14:00 岡山龍谷 ： 高知中村 坂根　央真 相互 萬場　玲央真 福田　秀孝

15:15 玉島 ： 津山工業 河口　友翔 相互 相互 古村　英治

16:30 玉野 ： 高知中村 萬場　玲央真 相互 坂根　央真 福田　秀孝

B・人工芝南側

月日 曜日 時間 主審 副審１ 副審２ 指導者

14:00 西大寺 ： 美鈴が丘 森澤　颯太 相互 前田　瑛太 内田　利幸

15:15 総社南 ： 高砂南 長谷川　勇星 相互 内田　恭平 堀　格郎

16:30 倉敷工業 ： 美鈴が丘 前田　瑛太 相互 森澤　颯太 内田　利幸

D・天然芝南側

月日 曜日 時間 主審 副審１ 副審２ 指導者

14:00 倉敷青陵 ： 松山商業 塩崎　竜太郎 相互 近藤　琢哉 溝口　雄介

15:15 岡山工業 ： 福山誠之館 宮木　直寛 相互 相互 久保　喜央

16:30 総社 ： 松山商業 塩崎　竜太郎 相互 近藤　琢哉 溝口　雄介

 2日目 A・人工芝北側

月日 曜日 時間 主審 副審１ 副審２ 指導者

9:00 西大寺 ： 伊丹西B 長谷川　勇星 相互 塩崎　竜太郎 門原  広憲

10:15 倉敷工業 ： 勝間田・真庭 萬場　玲央真 相互 相互 福田　秀孝

11:30 西大寺 ： 高知中村 塩崎　竜太郎 相互 長谷川　勇星 門原  広憲

B・人工芝南側

月日 曜日 時間 主審 副審１ 副審２ 指導者

9:00 水島工業 ： 松山商業 宮木　直寛 相互 坂根　央真 久保　喜央

10:15 岡山大安寺 ： 西脇 前田　瑛太 相互 相互 古村　英治

11:30 林野 ： 松山商業 坂根　央真 相互 宮木　直寛 久保　喜央

C・天然芝北側

月日 曜日 時間 主審 副審１ 副審２ 指導者

9:00 倉敷青陵 ： 伊丹西A 河口　友翔 相互 脇田　陽矢 堀　格郎

10:15 倉敷天城 ： 播磨福崎 森澤　颯太 相互 相互 溝口　雄介

11:30 倉敷青陵 ： 西条 脇田　陽矢 相互 河口　友翔 堀　格郎

8月5日

8月4日

対戦カード

8月5日 水

対戦カード

8月5日 水

対戦カード

対戦カード

　　　　　第３０回西日本サッカーフェスティバル　審判割り当て（強化研修会関係分）　　7/27版

水

対戦カード

火

火

8月4日

8月4日

対戦カード

火



終わりに 

８月４日（火）・５日（水）の２日間、中国地域U-18審判員強化研修会を倉敷市の水島緑地福田公園で実施しま

した。審判員９名、指導者７名、堀育成部会長、近藤琢哉広島県県学連審判員、内田恭平岡山県学連審判員の総勢

１９名で第３０回西日本サッカーフェスティバルの１８試合を主審と副審の審判実技研修をおこないました。 

強化研修会をおこなうにあたって、７月２７日に事前オンライン研修会をおこない、今回の研修会のターゲット

である「予測を立てて動き出そう！」について映像と照らして、予測を立てる際に留意すること、どの時点で予測

を立てて動き出していけば良いか等基本的なことを確認しました。 

初日は、人工芝A・B、天然芝Dの３会場に分かれ主審・副審の実技研修をおこない、試合後は指導者と振り返り

で良かった点や課題等のフィードバックがなされました。。 

夜の研修会では今回のテーマに沿った事象を２会場からピックアップし、映像を見ながら審判員全員でディスカ

ッションをおこないました。予測を立ててうまく動き出せた場面があったもののもっと動き出すタイミングを早く

する必要があるように感じました。また、指導者のアドバイスにより動きとポジショニングが格段に変化した審判

員の様子も紹介されました。昼の研修会から引き続いて参加された広島県学連審判員の近藤さん、岡山県学連審判

員の内田さん、堀育成部長も参加され、高校生に貴重なアドバイスをしていただきました。 

 ５日（水）も３会場に分かれての審判実技研修で。審判員それぞれが初日に出た課題や研修会のターゲット課題

を少しでも克服するよう取り組み、充実した研修会となりました。 

今回の研修会を通して、どこで見れば自信を持った判定が出来るのか、また判定への説得力が増すのか、そのた

めに予測を立てていつ、どこへ動けば良いかということを意識できたこと、これまでオンライン研修会でしか接す

ることのなかった他県の審判員のレフリングに大いに刺激を受けたこと、審判員同士の交流が図れたことなどが大

きな収穫でした。各県に帰ってさらなる審判技術のレベルアップを図ることに期待したいと思います。 

最後に今回の研修会に審判員・指導者を派遣していただいた各県審判委員会、研修会の場を提供していただいた

岡山県西日本高校サッカーフェスティバル実行委員会、会場の先生方のご理解とご協力にお礼申し上げます。 

 

ユース審判員部会長 辻村俊司 

 

 

 

 

中国地域Ｕ-１８審判員強化研修会の振り返り（審判員） 

 

１ 今回の研修で、印象に残ったこと・勉強になったことは何ですか。 

２ 今回の研修参加にあたり事前のトレーニングはどうでしたか？ 

① 十分おこなった 

② おこなったが十分とはいえなかった 

③ 十分おこなえなかった 

３ 自分のレフリングについて 

① 今回の研修テーマをグランドでどれくらい実践できましたか？ 

② ストロングポイントと課題 

４ 今後の目標と活動について（進路等も含め） 

 

 

岡山県 森澤颯大 

 

１ 今回の研修では、初めて他県のユース審判の方と交流し、自分に今足りていないことな

どが明確に分かった研修会でした。ポジショニングだったり、事象が起こりそうな場面を

予測し串刺しにならないような位置取りをすることなど多くのことを学びました。 

また、選手との距離感や、走るコース、笛やジェスチャーなども勉強になりました。映像を

使った事例では、少し立ち位置が違うだけで見える情報が大きく変化することが印象に残

った。 

２ ②おこなったが十分とはいえなかった 

事前に暑さに負けないように、走り込みをしたり、練習試合などで予測して動くことを

意識して取り組んだ 



３ ①については、プレーの流れや、両チームのスタイルなどを早い時間に理解し、次に起こ

りうる事象に対して見やすい角度を確保できることが多かった。 

だが、プレッシャーがない場面でその場面に目が行ってしまうことが多かったため、もう

少しポジショニングを高い位置に取ることが必要。 

②については、自分のストロングポイントはスプリント力で展開に合わせて素早くるこ

とができる。課題はスプリント力はあるものの長い距離のスプリントが多く、体力の消費

が激しいことや、ゴール前でのポジショニングが課題です。 

４ 今後は大学生になっても審判活動は続け、２級を目指し日々の活動に取り組んでいきま

す。 

 

 

 岡山県 脇田陽矢 

 

１ 自分は今まで所属しているチームの練習試合などでしか主審をしたことがなく、自分の

同じ年代でサッカーをプレーしながらも審判員として高い意識を持って審判活動に取り組

んでいる姿を見て刺激を受けた。気が付いたことなどを口に出して言ったり言われたりす

る中で新たに発見することや別の視点からの考え方を知ることができ、印象に残っている

。また、インストラクターの先生から主審の時のポジショニングや視線の配り方、副審の

時の姿勢などの具体的な助言をいただき、自分では今まで気づくことのできなかった課題

を知ることができ、とても勉強になった。 

２ ②おこなったが十分とはいえなかった 

事前に改めて競技規則の確認をしたり、試合を想定した動きの確認をしたりしたが、実際

に参加してみることで十分の準備ができていなかったと思った。特に自分は周りと違い、1

日しか参加しないにも関わらず、万全のトレーニングができていなかったことは反省して

いる。次回以降はこのようなことがないようにしたいと思う。プレーの展開を予測して適

切なポジションを取ることや、状況に応じて素早く判断するための準備が不足していた。

また、今回の研修テーマを試合の最初からしっかりと意識に入れ込んで動くことができな

かった点についても準備不足であったと思う。 

３ ①については、前半では緊張していたのもあり、いくつかの場面でボールだけを見てし

まい次のプレーの予測をするのを忘れてしまうことがあった。その後ハーフタイムで修正

し、後半は意識を変え、次の展開を予測しながら動きをすることができたと思う。ただ、

後半のクーリングブレイクの前では、次の展開に合わせてどこへでも行けるようにとセン

ターサークル付近での動きが多くなり、選手のプレーを妨げてしまったため、今後はセン

ターサークル付近でとどまるのではなくそのまま走り抜けたり、手前でとまったりして、

センターサークルへできるだけ入りこまないようにして、その点も改善したいと思った。 

  ②については、最後まで集中力を切らさずに走り切れる点はストロングポイントである

と思う。また、首を振り周りの状況を常に確認することもストロングポイントであると思

う。 

一方、①で述べたようにセンターサークル付近で立ち止まってしまうことが原因で、選

手のプレーを妨げてしまうことが課題である。また、レフリーサイドでプレーがされてい

るときに反対側の副審のシグナルを見落としてしまい、オフサイドなどの判定をするのが

遅れてしまう点も課題だと思う。 

４ 今回見つけることのできた課題を修正し、ストロングポイントを伸ばしていきたい。さ

らに今後は 1 つ 1 つの試合を大切にしながら経験を積み、競技規則への理解を深めるとと

もに、選手に納得してもらえる判定を行い、選手や指導者からも信頼される審判員になり

たいと思う。また、これからは大学進学に向けて勉強にも力を入れ、学業とサッカー、審

判活動の両立を図りたいと思っている。審判活動をする中で得られる経験や学びを学業の

面でも活かしていき、どちらの面でも成長していきたい。 

 

 

 広島県 坂根央真 

 



１ 自分はよく争点に巻き込まれることが多くてそれが一番の課題だと思っていた。1 日目

は上手く行かす、指導者の方にアドバイスを頂き、予測して先に逃げることを学んだ。2 日

目にも幅をもつ意識が大切だということを学び、それを実践すると争点に巻きこれないよ

うになったこと。 

２ ②おこなったが十分とはいえなかった 

1 日目は足をつってしまい、万全なコンディションとは言えないから。 

３ ①については、良くできたとおもう。特に縦へのスプリントは頑張った。 

  ②については、予測することはストロングポイントだとおもう。課題としては、走力が

課題だと思う。 

４ 未定です。 

 

 

広島県 前田瑛太 

 

１ まず、他県のユース審判員のレベルが高いことが印象に残りました。体力面でもプレー

を予測して動くこともすべてうまかったです。その中で一番印象に残っているのは堀育成

部長がおっしゃられていたすべての判定を自分が見に行く意識をもち、いい角度を追求し

ていくということです。 

２ ②おこなったが十分とはいえなかった 

暑い中でのレフェリングということは最初から分かっていたので毎日のランニングやジョ

ギングは欠かさずしていましたが、最後は体力面での問題が出てきたので十分とは言えな

かったと思いました 

３ ①については、プレーの予測をして動き出す事は首を振るタイミングやプレイヤーの視

線などで予測して動くことができたと思います。ですが、2 日目は体力的な疲れで予測がで

きているが動けていなくリアクションになって行くことが多くなり、あまり目標の達成と

は言えないと思いました。 

  ②については、正しい競技規則の適用とシグナルの綺麗さや立ち振る舞い、コミュニケ

ーションがストロングポイントだと思っています。特にシグナルの綺麗さや立ち振る舞い

などはこの研修会で気づけたことなので今後も意識していきたいです。 

課題としては主審として１試合走り切る力などが足りてなく、その結果争点に巻き込ま

れたり、幅が取れてなく正しい判定ができないのでそこを強化していきたいです 

４ 今後はまず u12 選手権の審判員として選ばれる事を第一の目標にしていきたいです。ま

た、広島県の大学に進学し学連に参加して２級取得を目指していきたいです 

 

 

広島県 宮木直寛 

 

１ 一番勉強になったことは、予測することの大切さや、いいポジショニングで事象を見る重要さを改めて

勉強になりました。また、印象に残ったことは他県や同じ県のユースレフェリーの大切さです。他県や同

じ県のユースレフェリーのレフェリングを見て、とてもいい刺激を受け、自分に足りないところや、どの

ようにしたらいいのかなどユースレフェリーと話し合いながらお互いに話し合いながらレベルアップを

できたところです。 

２ ③十分おこなえなかった 

自チームの練習の際に膝を痛めてしまい、練習や自主練で走ることができなく体力も落としてしまいあま

りよい準備はできませんでした。 

３ ①については、予測を立てて動き出すというところで、すべてにおいて予測を立てて動き出せませ

ました。ただ予測するだけではなく、次ともう一つ次の動きを予測してポジショニングをすることができ

ました。 

  ②については、私のストロングポイントは、事象を近く見れるポジショニングができることや、争点

を予測してそこへ素早く移動し、適切な判定をすることができることです。 

課題として、後半になるにつれ運動量が減ってしまうところや、幅を使いレフェリングがそこまでできて

いないところです。 



４ 今後の目標は、幅をしっかりと使い適切な角度を保ち、どんな局面でも適切なポジショニングができる

ように経験を増やしレベルアップしていきたいです。進路は大阪の専門学校（エアライン）に進学しよう

と思います。また、大阪で審判活動を続けていこうと思います。 

 

 

山口県 塩崎竜太郎 

 

１ 自分が印象に残ったこと、勉強になったところは、自分が思っている様な予測ではなく、

まだまだ考えている量が少ないと感じました。また「守備側のボランチの選手の背中を取

る」というイメージを持てたことで、かなり動きやすく、視野の確保や動き出しの質が変

わったと思います。 

２ ①十分おこなった 

 高川学園サッカー部の練習をきちんと行い普段からの走り込みや、審判に使うようなステ

ップを行いました。また練習試合等で実践しました。 

３ ①については、1 試合目と 2 試合目(アドバイス後)を比較した時に 2 試合目ではかなり

頭を使い、予測を立てて動き出すことを常に実践できていたと思います。 

  ②については、ストロングポイントは体格を活かした立ち振る舞いとシグナルです。体

が大きい分自信を持ってレフェリングすることで選手に対しても安心感を与えれると思い

ます。課題は、争点との距離感です。ベストな距離は 15m と言いますが、近すぎて誤審を

してしまったり、遠くなって説得力のあるレフェリングをできない場面がありました。  

４ 今後はさらに審判活動に力を入れて上を目指したいと考えています。進路では関東圏の

大学に進学しより高いレベルで審判を行いたいです。 

 

 

 山口県 河口友翔 

 

１ 印象に残ったことは、テーマである予測を立てて動き出すことの重要性です。いつもは、

ボールについていきながら、レフェリングをすることが多く、後追いになっていたのです

が、今回は、ボールだけでなく選手の動きや状況を見ることで、次に何が起こりそうかと

予測をすることができ、より良いポジションで判定が出来ることを学びました。また、飲

水や負傷などで時間を止める際の笛を吹くタイミングについても勉強になり、試合の流れ

を止めないように意識したり、選手の安全を考えながら判断することの難しさを改めて、

感じました。選手とのコミュニケーションは大事だけど、ボールに置いていかれると元も

子もないので、試合中のコミニケーションなどは優先順位を立てて、常に状況把握をする

べきだということが分かりました。 

２ ②おこなったが十分とはいえなかった 

事前に競技規則の確認や、様々な試合経験を行い、研修に向けて準備はしてきました。し

かし、今回のテーマである「予測を立てて動き出す」という点については、日頃から十分に

意識できていたとは言えませんでした。研修を通して、自分にはプレーの予測やポジショ

ニング、周囲を見る力など多くの課題があることを再認識しました。また、競技規則に書か

れてあることを頭の中で整理することができず、インストラクターの方に質問された際に

答えることができませんでした。今後は、試合経験を積むだけでなく、競技規則や試合映像

を活用して振り返りを行い、一つ一つの課題を改善していきたいです。 

③ ①については、今回の研修では、「プレーを予測して早めに動き出すり」というテーマ

を意識しながら実践することができました。プレーの流れを考えながらポジションを取る

ことで、以前より見やすい位置で判定をすることが出来ました。また、レフェリーサイド

に入る際に少し膨らみをつけて入ることで争点だけでなく、選手の場所や状況を視野に入

れることができると学びました。攻守の切り替えが速い場面では予測が遅れてしまい、理

想的なポジションに入れないことがありました。また、ボールに意識が集中しすぎてしま

い、周囲の選手の動きを十分に見ることができなかった場面もありました。今後はプレー

全体を広く見ることを意識しながら、予測する力をさらに高めていきたいです。 

  ②については、自分のストロングポイントは、レフェリーサイドに入る際の動きだと思



います。膨らみを持って入ることでいい角度で見ることができ、判定に対しての説得力を

持たせることができます。また、判定に迷わないよう落ち着いて試合を進めることや、選

手とのコミュニケーションを意識して試合に取り組むことができました。 

  課題は、ボールだけでなくや周囲の選手の動きにも目を向け、試合全体を把握できるよ

うになることです。視野を広く持ち、次に何が起こるかを予測することでより正確な判定

につなげていきたいです。また、主審として自信を持って判定し、ジェスチャーや笛の強

弱などで選手に分かりやすく伝えられるようにすることも課題だと思いました。 

４ 今後は、今回の研修で学んだ「予測を立てて動き出す」ということを常に意識し、どの

試合でも良いポジションを取り、正確な判定ができる審判員を目指したいです。そのため

に、試合経験を積むだけでなく、競技規則の学習や試合映像を活用した振り返りも継続し

て行っていきます。また、状況に応じた笛のタイミング、選手とのコミュニケーションな

どもさらに向上させていきたいです。今回の研修で学んだことを一回の経験で終わらせる

のではなく、日々のレフェリングで実践し、自分自身の成長につなげていきます。そして、

選手や指導者、観客からも信頼される審判員になれるよう、一つ一つの試合を大切にしな

がら努力を続けていきたいと思います。まずは、2 級審判員になることを目標にし、それを

ゴールと思わず通過点と考え、更なるレベルアップをしていきたいです。 

 

 

 島根県 長谷川勇星 

 

１ 今回の研修を通して、予測ができていると次のプレーに対して余裕を持って動くことが

でき、よい位置から判定することにつながると分かりました。逆に、予測が遅れるとプレ

ーについていくことができず、判定の位置も悪くなってしまうと感じました。 

２ ①十分おこなった 

しっかり事前に経口補水液や塩分タブレットなどを準備し、熱中症に注意して活動ができ

た。 

３ ①については、自分の持ち味であるスプリントを使い、近くで事象を見ることができた。

それにもっと良い予測が立てられると事象を見逃すことがなく正確に判定をすることがで

きるので予測の部分をもっと成長させていきたいです。 

 ②については、今回の研修でアシスタントと目が合わないという課題が出たので練習試

合などで改善していき、公式戦でベストなレフェリングができるよう努力していきたいで

す。 

４ 今年度中に 2 級を取得し、様々な場面で活躍していく。 

 

 

鳥取県 萬場玲央真 

 

１ 予測して動くためには足を止めないことと常に首を振っておくこと。ボールが出る 2 個

前から準備、予測しておくこと。ポジショニングは良い角度を見つけること。対角線式審

判法に囚われすぎないこと。全て自分が見に行く意識。 

２ ②おこなったが十分とはいえなかった 

事前にフィジカルのことについて学んだときに考えたトレーニングをしたが暑さなどもあ

り自分的にはあまり満足の行く走りなどが出来なかった。 

３ ①については、１日目は後手に回って予想が立ってもその流れにいかないゲームだった。

その中でも何回かは予測があたっていい動きが出来たと思う。 

２日目は予測が何回も当たるようになってきた。しかし予測しすぎて速く動きすぎてしま

う場面もあった。 

 ②については、ストロングポイントは笛の音 スプリントで課題は、レフリーサイドへ

の回り込み。二級レベルとしての走力。ターンするときの回り方。常に半身でステップを止

めない。 空中にあるときに争点まで行っておく。 

４ 高校卒業し、就職をする。二級審判員になれるように頑張る。中国地方を代表できるよ

うな審判になる。 


